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Ｈ30ver. 

活動前の準備 

 ・マニュアル、物品の貸し出し 

□天体望遠鏡  □接眼レンズ（２個：30 倍・75 倍）  □天頂ミラー（１個） 

※望遠鏡・レンズ・天頂ミラーは同じ番号（１～５）のものを使う。 

□マニュアル 

（天体望遠鏡の使い方等） 

 ・指導者で打ち合わせ 

 

確認事項 

活動日時 

（   月   日   時   分 

～    時   分） 

集合場所：（         ） 

 

 

 

 

 

 

注意すること・片付けの注意点 

□接眼レンズや対物レンズには指紋をつけないようにする。指紋がついてしまったら事務室へ報告を。 

※メガネ拭きやハンカチでレンズを拭かない。ブロアーがあればブロアーでほこりを吹き飛ばす。 

□観察するときは低倍率（30 倍）高倍率（75 倍）に変えるのがコツ。 

※30倍→月・星雲・星団 75 倍→月のクレーター・土星・木星・金星・火星・二重星 が見える。 

□太陽の方は見ない。（昼間） 

□片付けをする際は、必ず元の状態に戻す。 

→□望遠鏡・接眼レンズ・天頂ミラーのシールの確認（剥がれていたら事務室へ報告） 

□接眼レンズ・天頂ミラーは元の袋に入れる 

 □フードに黒色のカバーを取りつける（カバー内側に「赤城」のシールが貼ってある） 

【星空観察】 

屈折式天体望遠鏡の特徴 

・Aでは逆さまに見える。 

・Bでは左右逆に見える。 

・Bでは天頂ミラーの分だけ、チュ

ーブを短くすればピントが合う。 

 

 

 

 


